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『ぴよちゃんとひまわり』 

いりやま さとし / さく・え 学研 

ひよこのぴよちゃんはある日、ひまわりの種を拾いました。初めは葉っぱを増やして食べ

ようと思い育てていたぴよちゃんですが一緒にいるうちに2人は仲良しのお友達になります。

けれどひまわりさんの命は短くて夏が終わると枯れていってしまうのですが… 

命の尊さ、そして受け継がれてゆく命の素晴らしさを教えてくれるお話です。 

（興文堂 アイシティ店 中沢さん） 

『わすれもの大王』 

武田 美穂 / 作 WAVE 出版 

主人公「けんたくん」は、わすれものが多い男の子。教室にはられた、わすれものがある

と増える棒グラフがどんどん伸びて…。 

6 月 6日にえんぱーくで行われるワークショップの講師、武田先生の最新刊です。 

（神田堂 大塚さん） 

『クール・ジャパン！？ 外国人が見たニッポン（講談社現代新書）』 

鴻上 尚史 / 著 講談社 

元々「ｃｏｏｌ ｊａｐａｎ」とは、「官主導の『マンガ・アニメ』を中心とした売り込み

戦略」ではなく、著者が司会を務める番組名だ。来日間もない外国人が、日本の何を「クー

ル」だと思ったかを話し合う（大体、自分で自分をクールって言うのはちっともクールじゃ

ない）。その書籍化。 

外国人の目を通して、日本をちゃんと知ろう。現代版東方見聞録！？ 

（中島書店 青木さん） 

『ポムポムプリンの『パンセ』信じる勇気が生まれる秘訣』 

 朝日文庫編集部 / 編 朝日新聞出版 

哲学や心理学に基づく自己啓発がブームです。ただし、読破するには相当の忍耐力が…。

そんな中、私のおすすめするフランスの学者パスカルの『パンセ』は、サンリオの人気キャ

ラクター「ポムポムプリン」が、親しみやすい言葉で人生の真理へと導いてくれます。『ハロ

ーキティのニーチェ』他３点の既刊があり、プレゼントにも喜ばれそうです。 

（中島書店 小野さん） 

神田堂（52-1283） 

注文品の迅速な手配を心が

けており、地元著者の自費出

版本など地域とともに活動

しております。 

神 

今月のおすすめ 本 

興文堂書店（97-3949） 

☆小さいお子さま向けのお

はなし会☆ 

平田店にて開催中です。 

5月 17日(日)6月 21日(日)

いずれも午後 2時から。 

興 

※画像のない本は、図書館に所蔵していない本です。 

中島書店（54-3968） 

起きるのが楽しみになっ

ちゃう！ 

「おしゃれな朝食＆おい

しいお茶を召しあがれフ

ェア」６/２０まで。 

中 丸文塩尻書店（52-5515） 
店頭にない本は最短３日で

お取り寄せいたします。文具

も充実。お子様連れでも安心

のキッズスペース完備でお

待ちしています。 
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『和食はなぜ美味しい 日本列島の贈りもの』 

巽 好幸 / 著 岩波書店 

和食のおいしさは、日本の地形や自然と密接な関わりがあります。「マグマ博士」の著者

が、タケノコやアナゴなど季節ごとの旬の味わいを、日本列島の成り立ちから読み解いてい

く本です。                        （自然科学分野担当 大深） 

図 

 

書 

 

館 

 

員 

 

が 

 

選 

 

ん 

 

だ 

 

『戦争孤児 -駅の子たちの戦後史（シリーズ戦争孤児 1）』 

本庄 豊 / 編 汐文社 

当シリーズは戦争孤児とはなにか、またこの巻では「戦災孤児」とはなにかが写真を多用

し書かれています。難しい言葉は同じページ上に「ことばの意味」として説明してあるので

とても解りやすいです。戦後 70 年、戦争体験者が残り少なくなっている今、戦後の戦争孤

児たちの生き方を振り返り、学習するには最適な全 5 巻のシリーズ本です。 

（児童書担当 横山） 

『やってよかった集落営農 ホンネで語る実践 20 年のノウハウ』 

上田 栄一 / 著 サンライズ出版 

実際に集落営農をやった著者が、農業者のホンネや実情にまで踏み込み、農業者間の調整

や関係機関との付き合い方、書類申請のコツまで「こうすればうまくいく」という事例を書

いています。                         （農業分野担当 原） 

『本屋会議』 

本屋図鑑編集部 / 編 夏葉社 

夏葉社代表の島田潤一郎さんが、本屋さんで働く人や出版社の人、取次に勤める人、その町

に住む人々と一緒になって開催した、「町には本屋さんが必要です会議」をまとめた一冊。改

めて、「本屋さんってこんな仕事をしてるんだ！」と思ったり、「小さい時、町の本屋さんの存

在ってこんなんだったな」と思い出させてくれたりします。長野県からは茅野市の今井書店が

取り上げられています。                     （総記担当 吉田） 

『アイスランド 絶景と幸福の国へ』 

椎名 誠 / 著 日経ナショナルジオグラフィック社 

先日、世界幸福度ランキングが発表され、前年の 9 位から 2 位へと浮上したアイスランド。

同じ島国でも 46 位の日本との違いは何なのか。「幸せ」について改めて考えたくなる一冊です。 

（地理分野担当 米山） 

『ねこの風つくり工場』 

みずの よしえ / 作 いづの かじ / 絵 偕成社 

町からすこし離れた小高い場所にある工場。町の大人たちも知らない、その工場で作って

いるのは「風」。そしてそこで働いているのは、人間ではなく「ねこたち」なのです！ 

この本には、心がほっこりする 3 つの物語が書かれています。ねこが好きな人でも、そう

でない人でも楽しめる一冊です。                （児童書担当 中澤） 


